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⑤⑤  石石川川県県  

aa))  地地域域のの概概要要  

北陸地方の中部に位置し、東は富山県及び岐阜県に、

南は福井県に接し、北は能登半島となって日本海に突

出している。 

南は白山国立公園を源に発する手取川による肥よ

くな加賀平野、北は日本海に突き出た能登半島、県都

金沢は日本でも有数の城下町で、歴史の面影を残す一方、近代的な街づくりも進んでいる。 

bb))  食食文文化化  

ｱｱ..  能能登登とと加加賀賀（（金金沢沢--白白山山麓麓））  

南北にのびる石川県は、大きく二つの地域に区分される。県北部に位置する能登地方は、

三方を海に囲まれており、一方、県南部の加賀地方は、南東部に両白山地を抱え、日本海側

に向けて平野（加賀平野）が広がる地勢条件を有している。この二地域の風土の違いは社会・

歴史的条件も含めそれぞれの食文化を形成している。 

ｲｲ..  能能登登地地方方  

能登地方の食文化は、内陸部と沿岸部においてそれぞれ異なる。能登内陸部においては、

冬の積雪が多く、季節風は厳しい。半島西側では、麦、小豆が栽培されており、麦飯が日常

食で、秋には里芋飯や大根飯が食されてきた。山の畑で栽培される小麦はうどんや、そうめ

んに加工されている。一方、能登沿岸部では、海の幸を中心とした古い食文化の歴史があり、

食卓に上る近海魚、貝、海藻の種類は豊富である。丘陵地域から採れる山菜と、発酵食品の

いしり（魚醤）等が食卓を彩ってきた。内浦では定置網漁業により「ぶり」、「たら」などが

採れ、湾内では「かき」と「のり」の養殖等も行われている。 

ｳｳ..  加加賀賀地地方方（（金金沢沢--白白山山麓麓））  

○○金金沢沢市市内内  

石川県の中心地である金沢では、江戸時代から代表的城下町であり、「加賀百万石」の四季

おりおりの行事とともに豊かな食文化残されている。商人の町、職人の町、軍人の町として

発展してきた歴史的背景から、華やかさ、食材の種類の面で他地域とは異なる金沢独特の食

文化を形づくってきた。年間を通して、魚が絶えず入手可能であり、「ぶり大根」、「ごり料理」、

「かぶらずし」、「巻きぶり」、「いなだ」、「治部煮」などが金沢の郷土料理として残されてい

る。また浄土真宗が盛んであることから、信仰の町としても知られ、行事食として精進料理

も継承されている。 

○○白白山山麓麓--加加賀賀平平野野  

白山を背にした山岳地帯と加賀平野の中間に位置する丘陵地帯は白山麓と呼ばれ、焼畑農

業が盛んであった。山の幸が豊富で、さまざまな加工がされて保存食となる。浄土真宗の信

仰が厚い地域であり、日常食は雑穀が基本食であったが、11 月の報恩講の食事は、朱塗りの

高御膳で豪華なものとなった。「報恩講料理」は、現在では、正月、盆、祭りなどの「もてな

し料理」として継承されている。沿岸部の加賀平野は、米単作地帯であり、恵まれた水と整

理された水田により米を基本食とし、晴れの日には「もち」が食されてきた。代表的な郷土

料理として、「からしなの鼻はじき」、「おくもじ」、「にしんずし」等がある。 
  

金沢市 

石川県 
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ｴｴ..  主主なな食食材材・・料料理理（（金金沢沢））  

 ぶり大根 

 ごり料理 

 鯛の唐蒸し 

 巻きぶり 

 いなだ 

 おしずし 

 てんばおくもじ 

 にしんずし 

 からしなの鼻はじき 

 
「かぶらずし」 

※石川新情報書府 
ホームページより 

 
「治部煮」 

※石川新情報書府 
ホームページより 

ｵｵ..  器器とと石石川川のの食食（（漆漆塗塗、、九九谷谷焼焼等等））  

○○食食文文化化とと伝伝統統工工芸芸  

石川県の食に欠かせない食器は主として「焼きもの」と「木器」が使用され、特に主とし

て「焼きもの」は日常生活に、「木器」は仏事や慶事に使用されてきた。こうした食器は、家

庭用と客用、仏事と慶事など使用する対象によって区別されている。こうした食と器の歴史

をさかのぼると、一つは、輪島塗や山中漆器のように庶民の生活道具として、生活から自然

発生的に生じたものと、もう一つは、九谷焼のように、江戸時代に大名道具として加賀藩の

文化振興施策の中で発生したものに分けられる。 

特に藩制時代にとられた文治政策は、九谷焼、大樋焼、漆器等の伝統工芸品を生み出し、

現在でも受け継がれている。代表的な晴れの食器として、九谷焼や、輪島塗・金沢漆器があ

り、特に漆塗りの食器は、「朱塗り」を仏事に、「黒塗り」を慶事に使用されている。 
 

○○食食とと器器のの深深いいつつななががりり  

石川の代表的な郷土料理の一つである治部煮（じぶ

に）には専用の盛り付けるための器（治部椀）がつく

られていることに象徴されるように、石川県における

食文化は器とは切り離せない関係にある。 
 

治部煮と治部椀 

※金沢市ホームページより 
 

cc))  取取組組のの経経緯緯  

ｱｱ..  食食品品産産業業のの現現状状  

○○石石川川県県のの食食品品産産業業  

石川県の食品産業は、中小企業を中心とした企業に支えられており、その取り扱う食品の

多くは歴史ある加賀百万石の文化を背景とする味噌、醤油等の発酵食品産業、清酒、またお

茶の文化を背景とした菓子類等が多く扱われているなど、他地域には見られない特徴的な品

目を扱い企業が多い。 

県内の工業全体で見ても、機械産業に次ぐ製造品出荷額を有しており、農業・水産業とい

った一次産業、流通業、小売業をはじめとする食品機械産業、食品を包装する印刷業等の食

品に関連する産業といった地域の他産業との関わりも大きく、地域経済を支える基幹的な産

業として位置づけられることが出来る。 
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更に、食品産業は観光・海外誘客、器としての伝統工芸品、料亭といった外食産業といっ

たさまざまな分野へ経済的波及効果をもった産業でもあり、食品産業の振興は、石川県にお

いて重要な課題となってきた。 
 

○○平平成成 1111 年年かからら平平成成 1177 年年ままででのの食食品品製製造造業業者者事事業業者者数数、、製製造造業業付付加加価価値値額額のの推推移移  

 全国の推移に比較し、平成 16 年以降、事業者数は若干の増加、付加価値額も平成 15 年以降増加

の傾向 

 
石川県の食料品製造業事業者数の推移（左）食料品製造業付加価値額（右）の推移 

※石川県「石川食品産業戦略」より 

ｲｲ..  平平成成 2200 年年「「石石川川県県食食品品産産業業戦戦略略」」のの策策定定  

石川県は、平成 20 年 3月「石川県食品産業戦略-「食品王国いしかわ」の世界ブランド化

に向けて」を策定した。これは石川県として初めて、食品産業を産業サイドから考察し、本

県の食品産業における現状と課題、方向性、行政としての施策を盛り込んだ戦略を作成した

もので、石川県の食品業界団体との連携の下、行政と業界が食品産業を取り巻く環境、課題

と今後の方針を共有し、一体となって食品産業を盛りたてていくことが示された。 

○○石石川川県県のの食食品品産産業業のの強強みみととししててのの地地域域食食文文化化のの継継承承とと活活用用  

食品産業を取り巻く現状として、人口減少による日本国内のマーケットの縮小に対し、ア

ジア各国（BRICs4）での経済成長により市場が急速に拡大していくことが見込まれること、

食の安全・安心に対する国民意識の高まりや世界レベルでの原材料調達競争の激化等、市場

環境が変化しているとの認識を示している。また、国民の食生活の変化、嗜好の多様化して

いることも踏まえ、地域の伝統的な食文化が大きな岐路に立たされていることから、石川県

の食品産業の強みを活かしていく意味で、積極的に地域の食文化の継承し、地域の魅力向上

につなげ、食品産業の存立基盤を強化していくことの重要性を指摘した。 

また、加賀百万石の文化は、料亭の食文化を生み出し、それを支える器、調度品、九谷焼、

輪島塗、山中漆器、金沢漆器等の伝統工芸といった食品関連産業の集積をもたらしているこ

とから、互いのニーズを吸い上げながら独自の文化、技術を築きあげていくことができると

いう恵まれた環境にあることを示している。 
 

                                           
4 経済発展が著しいブラジル、ロシア、インド、中国の頭文字をあわせた四カ国の総称。現在この四カ国に南ア

フリカ共和国が加わり、「BRICS」となっている。 
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○○石石川川県県のの食食品品産産業業がが目目指指すす方方向向性性  

こうした市場環境の変化、地域の食文化、

食品関連産業の集積の強みを活かして、付加

価値・ブランド力を高めることが目指すべき

方向性として示されている。商品開発面では、

地場の素材を活用（希少性）による差別化、

機能性（健康、無添加、無香料）の追求し、

販路開拓面では、歴史と伝統に裏付けられた

食文化を外部に積極的に発信していくことに

よって、他県には類のない「石川の食」とい

うブランド価値を確立していくこと、またそ

れを首都圏等の大消費地や、欧米・中国等に

情報発信をしていくことを目指すものとし

た。 
 

 
石川県が目指す食品産業の姿 

※石川県「石川県食品産業戦略」より 

○○欧欧米米・・中中国国ににおおけけるる富富裕裕層層ををタターーゲゲッットトととししたた国国際際展展開開戦戦略略  

「石川の食」の世界展開に向けて、欧米・中国の富裕層に着目した背景には、経済成長が

目覚ましいBRICs諸国において、富裕層向けの高級品市場が急速に拡大していること、また、

特に中国においては、市民生活レベルの向上により食における健康・安全志向の高まりを受

け、日本食の持つ安全・安心のイメージを売り込める販路開拓機会が高まっていること、欧

米においては、和食ブームを背景に日本食に対する健康イメージの定着していることから、

より一層市場を拡大していく好機として捉えている。 
 

ｳｳ..  平平成成 2222 年年「「石石川川県県産産業業革革新新戦戦略略 22001100」」のの策策定定  

○○石石川川のの食食文文化化のの世世界界発発信信ととブブラランンドド化化  

「石川県産業革新戦略 2010」では、平成 20 年の「石川県食品産業戦略」以降、食の安全・

安心に関する消費者意識の更なる高まりを背景に地産地消などの県産食材の活用に向けた農

林水産業者、食品事業者双方の取組が進展したとの認識の下、引き続き、県内のみならず、

首都圏等の大消費地、さらに富裕層を中心とした海外市場への販路拡大が課題であるとし、

引き続き、「国内での販路拡大、海外への市場拡大」、「石川の「食」ブランド化を推進するた

めの情報発信の強化」、「地産地消、地場素材の活用の際の情報交換の場、人材の確保」、「消

費者ニーズの変化への対応」が求められているとしている。 

特に販路開拓については、市場のニーズを的確に捉えた「魅力ある商品」の投入、海外富

裕層の「本物の日本食」を求めるニーズに応えるため、輪島塗などの器としての伝統工芸品、

加賀野菜、能登の海産物等の食材、加賀料理の洗練された文化をトータルし、「石川の食文化」

として国内外に発信していくことで石川の食のブランド向上、販路拡大につなげていくこと

を目指すものとした。 
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dd))  取取組組のの概概要要  

ｱｱ..  業業界界団団体体ににおおけけるる国国際際展展開開にに向向けけたた取取組組  

○○（（社社））石石川川県県食食品品協協会会  

石川県内の食品産業（食品加工、流通、中食）に関連する企業を会員とする（社）石川県

食品協会（以下、協会）では、石川県の食品産業を振興するため、会員企業の要望をとりま

とめ、県、国の支援を受ける受け皿となり、食品産業振興のための各種事業を行っている。 

協会では、石川県の食の強みは、金沢の武家文化や、北前船を通じて関西、北陸、北海道

を結ぶ貿易を行ってきた歴史を通じて育まれた発酵食品等の食文化を全面に出していくこと

にあると捉え、この考えは協会活動の基本方針である「石川食品憲章」にも示しており、石

川の風土から生み出される食材、食文化と技術、安全健康な商品づくり等を掲げて活動を行

ってきている。平成 13 年には「食品王国いしかわ」の商標登録を行い、石川県の食ブランド

を高めるための取組を積極的に展開してきている。 
 

  
「石川食品憲章」 

※（社）石川県食品協会ホームページより 

「食品王国いしかわ」商標登録証 

※（社）石川県食品協会ホームページより 
 

協会の会員企業はかつて、300 社程登録されていたが、現在の会員企業は、中小企業を中

心に 263 社、うち上場企業は 1社のみであり、業界としては厳しい状況にある。そうした中、

平成 20 年の「石川県食品産業戦略」が制定され、国外への販路開拓の方針にのっとった形で、

中国、欧米市場における見本市、展示会の出展支援を積極的に展開し、海外における市場開

拓機会を設け、県内食品産業を支援する取組を行ってきた。 
 
○○国国外外へへのの販販路路開開拓拓のの支支援援  

協会では、単独事業の一つとして、市場開拓推進事業に取り組んでおり、国内外で開催さ

れる見本市や展示会への会員企業の参加を集約し、市場開拓を支援、また企業の市場開拓に

関する相談に対応する等の活動を行っている。 
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国外への販路展開を行っている会員企業の一つには、国際的な展示会での国産有機米、大

豆を使用した「味噌」の出展を契機として海外進出を果たした企業もある。現在では、フラ

ンス、アメリカ、中国と積極的な取引を行っており、こうした取組の成果の一つとして評価

できる。同様の国外販路に向けた取組として日本貿易振興機構（JETRO）による中国上海に

おける食品展示会において、石川県の食品（水産物、日本酒、醤油等）を展示する機会を設

け、販路開拓に向けた取組を継続的に行ってきている。こうした販路開拓機会の拡大は、県

と JETRO、石川県の海外事務所等との連携により積極的に取り組んでいる。 

また、対外的な販路開拓に向けては、石川の風土、歴史、伝統に育まれた食文化をトータ

ルした情報発信を行ってきている。例えば、中国向けのパンフレットでは、単に食品を紹介

するのではなく、石川県の風土、伝統工芸等を前面に出した形で広く PR し、石川の食品の

魅力を引き立てることを意識したものとなっている。 
 

中国向け「石川の食」の紹介 

    
※（社）石川県食品協会提供資料より 

 
○○国国外外展展開開にに向向けけたた会会員員企企業業のの抱抱ええるる課課題題  

中小企業を中心とする石川県の食品産業では、海外での食品規制をクリアするための資本、

人的資源が足りず、海外販路開拓面で少なからずハードルとなっている。例えば、対米販路

展開においては、輸出食品にかかるアメリカ食品医薬品局 FDA(Food and Drug 
Administration)によるハサップ（HACCP）5の義務や、ISO22000（食品安全マネジメントシ

ステム）をクリアしている必要がある。こうしたことから、国際見本市・展示会に出展し、

実際に販路拡大につなげていける企業は限られているのが現状としてある。 

○○国国外外展展開開にに向向けけたた展展望望  

協会では、安全で安心、添加物を用いない食品を提供することを基本方針としているよう

に、日本食を海外に展開する上で特に守るべきものとの考えを持っている。このことから会

員企業では、添加物を用いないようゼラチンの代わりに寒天に用いる等の工夫を行っている。

一方で、食品はやはり生モノであるため、販路を広げていくためには、生産の効率化と流通、

添加物の問題をどうクリアするかは大きな課題となっている。 

アメリカにおいては、日本の伝統食は安全・安心な食品として、「オーガニック」の自然志

向の思想と融和した形で受け入れられており、そうした食品を扱う現地スーパーでは日本の

食品が並んでいることが多い。日本食（石川の食文化）を海外展開していくためには、こう

した安全・安心のイメージを前面に出していくことが有効であると考えている。 
  

                                           
5 食品を製造する際の危害要因分析を行い、それを高率よく管理し、安全を確保する管理手法。アメリカへ輸

出する食品に関しては、HACCP をクリアし、厚生労働省の認定を受ける必要がある。 
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ｲｲ..  石石川川県県商商工工労労働働部部産産業業政政策策課課ににおおけけるる国国際際展展開開にに向向けけたた取取組組  
 
○○石石川川県県海海外外事事務務所所ににおおけけるる石石川川県県のの PPRR 活活動動  

石川県では、現在、海外事務所として、ニューヨークおよび上海に事務所を設置している。

当初、平成 13 年にサンフランシスコに開設された米国の事務所は、シリコンバレーの IT 産

業集積の取組を背景に、そこでの県内企業の展開を見据えた石川県のサポートデスクを構え

ていたが、平成 16 年、石川県の PR を世界の中心で発信していくということで、ニューヨー

クに事務所を移転する形で開設した。 

石川県ニューヨーク事務所では、現地での事業展開を考える企業に対し、県庁との連携の

もとにイベント開催や、進出企業からの相談への対応、海外展開を検討している県内企業へ

現地状況について情報提供を行う等の取組を行ってきている。 

その中において、石川県が特に力を入れている事業の一つとして、ニューヨークという世

界の中心地に現地事務所を設置している利点を活かした石川県の食文化を世界に発信してい

く事業を行ってきている。これは、石川の食、伝統工芸、おもてなしの心といった観光面に

おいて、石川県の有する優位性を広く外部に発信していくといった、インバウンド、アウト

バウンド両方を念頭においた施策展開となっている。 
 
○○海海外外富富裕裕層層ををタターーゲゲッットトととししたた PPRR  

特に、誘客（観光面）においては、一般的な観光に関しては石川県の観光交流局が担当し

ており、産業政策課国際展開グループでは、特に海外の富裕層にターゲットを絞り、施策を

打ち出しているという点で大きな特徴がある。 

海外事務所で具体に取り組んだ食文化発信事業として、平成 20 年には外務省の協力の下、

ニューヨーク総領事公邸で「加賀料理提案会」を開催し、平成 22 年には知事のトップセール

スの下、石川の伝統工芸展覧会「いしかわのかたち：ISHIKAWA Style」の開催など、他県に

はみられない海外向けの活動を展開している。 

これらの提案会、展覧会においては、ニューヨークの食分野において影響力を持つトップ

オピニオンリーダーに対し、食・酒・伝統工芸の総合力としての石川の食文化を提案する形

をとり、「本物」志向の富裕層に対し、石川の食品や日本酒、伝統工芸品の米国での販路開拓

や米国富裕層の誘客につなげていくことを目的とした取組を行っている。 
 
○○ニニュューーヨヨーーククににおおけけるる伝伝統統工工芸芸展展覧覧会会のの開開催催  

平成 22年 10 月に石川県と在ニューヨーク

日本国総領事館との共催で、石川の伝統工芸

展覧会「いしかわのかたち：ISHIKAWA Style」
が開かれた。「食」をテーマに石川県を代表

する輪島塗、九谷焼、加賀友禅等を用いたテ

ーブルコーディネートの展示が提案された。

石川県産の食品や酒、伝統工芸品を総合的に

提案する試みの一つであり、石川の食文化の

ブランド力を高め、米国での販路開拓につな

げること、米国の富裕層の誘客を推進するこ

とを目的としている。 

 
「いしかわのかたち：ISHIKAWA Style」 

伝統工芸展覧会を用いたテーブルコーディネート 
※石川県ホームページより 

 
○○食食品品、、伝伝統統工工芸芸品品のの販販路路開開拓拓にに向向けけたた取取組組  

ニューヨークに所在する日系商社との連携により、石川県産品（食品、日本酒、魚醤、伝

統工芸品等）を売り出しており、県内企業と海外企業のマッチングを支援している。九谷焼

を用いたワイングラス、山中漆器を用いたお弁当箱を売り出している。伝統工芸品は非常に

高価であることから、販売機会が限られているという点で課題もある。 
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一方、食品に関しては、生鮮食品の取扱いは困難だが、日本酒、魚醤（いしり）、加工食品

等を中心に PR を行っている。今後品目を拡大していくことが目標となっている。 

工芸技術の現代的活用による商品開発と販路開拓 
 石川県の伝統工芸技術を活かし、現代的な生活スタイルにあ

わせた新商品を開発する動きもある。伝統工芸作品の販路開

拓に向けたこうした動きは、国内市場を含め、販売機会が減少

していく現状の中で、海外市場のニーズに対応した商品開発

の必要を生み出している。一方、こうした市場の評価は、若い

伝統工芸作家にも変化を与えつつある。 

 ターゲットとなる市場（米国、中国）のニーズを石川の工芸で具

体化の視点で商品開発を行う動きは石川の伝統工芸のあり方

の新しい可能性を示している。 

 
九谷焼を用いたワイングラス 

※金沢市ホームページより 

ｳｳ..  石石川川県県ににおおけけるる世世界界的的なな食食イイベベンントトのの開開催催  

こうした国際展開の取組の一つとして位置づけられる事業として、インバウンドを狙った

平成 23 年度における世界的な食イベントである「Cook It Raw」の開催がある。 

「Cook It Raw」とは平成 21 年のコペンハーゲンでの気候変動枠組条約（COP15）の際に、

当地の著名なシェフが代表となり、食の立場から温暖化防止、環境保全に対してアクション

を起こすべきいう考えの下、結成された思いを同じくする料理人グループの取組である。 

○○石石川川県県ににおおけけるる開開催催のの経経緯緯  

これまで、「Cook it Raw」はヨーロッパで 3回開催されており、4回目は、違う文化圏で

開催することが検討され、メンバーの一人である日本人シェフがホスト役となり、第 4回目

の「Cook it Raw」を日本で開催することとなった。 

日本における開催地の選定は、ホストに一任され、場所の選定にあたって、「Cook it Raw」
の基本コンセプト・精神に基づき、山と海があり、また海にも、内海と外海がある地域が候

補地となった。そこに加えて、食材を盛り付けるための器をはじめとした数多くの伝統工芸

文化が藩政期より脈々と受け継がれてきた土地柄、温泉旅館に代表される「おもてなし」の

文化といった魅力に着目し、石川県が推薦されることとなった。 

○○「「CCooookk  iitt  RRaaww」」開開催催のの意意義義  

「Cook it Raw」の事務局が初めて石川県に訪れたのは平成 23 年 3月であった。その後、

震災が起こりその影響が危惧される中、「Cook it Raw」の立場として、震災後の日本で、世

界のトップシェフが里山に自ら入り、食材を調達し、地産地消で料理を行う様子が世界のメ

ディアに取り上げられることが、日本食の安全を PR することに貢献出来るとの考えから、

日本開催を決定した。この「Cook it Raw」の日本開催は、石川県の食文化の PR だけでなく、

日本の食文化の安全・安心を発信する意味で重要な意義が付加されていた。 

○○地地元元工工芸芸作作家家・・生生産産者者ととのの交交流流  

石川県のイベントでは、15 の蔵元の日本酒、15 の工芸作家を各料理人とマッチングを行

い開催された。料理に使う器に関しては、料理人と工芸作家とのコミュニケーションを通じ

て作られた作品を用いている。15 銘柄の日本酒は、既存の銘柄（吟醸酒、純米酒）をシェフ

達がテイスティングして選ぶ形をとり、最終日の晩餐会のメニューを考える大きな要素とな

った。 

また、食材の調達には、シェフ自らが実際に漁港や里山に出向き、漁港では漁師による活

け締めを見学、里山では、山の保存会の代表が山菜採りのナビゲートを行った。そこで地域

生産者との交流が生まれている。 
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○○イイベベンントト開開催催とと各各種種メメデディィアアにによよるる情情報報発発信信とと反反響響  

開催の様子は、アメリカ、イタリア、スイス等のメディアに取り上げられ、情報発信され

た。またイベントに使用された器に関しては金沢市主催での展示会や、東京での展示会・見

本市を行い、開催の周知が行われた。その後、シンポジウムを開催し、取組の紹介を行って

いる。 

「Cook it Raw」に日本酒を提供した酒造メーカーには、使用された銘柄について問合せも

あり、イベントに参加した日本人シェフと地域生産者との交流を通じて、東京のレストラン

と能登の山菜、水産物の取引がはじまるといった地域生産者に貢献する動きも見られる。ま

たこうしたイベントを通じて、外部からの評価を得られる機会は、石川の里山、里海の大切

さを地元生産者が再認識するきっかけを与えた。 
 

 
石川県で開催された Cook It Raw 

シェフたちが石川の食材を吟味する様子 

※石川県提供資料より 

 
石川県で開催された Cook It Raw 

最終日・晩餐会の様子 

※石川県提供資料より 

ｴｴ..  民民間間団団体体をを中中心心ととししたた富富裕裕層層誘誘客客にに向向けけたた体体制制づづくくりり  

海外において石川の食の魅力が評価されることにより、今後、インバウンドが増加するこ

とを見込み、飲食業、宿泊業、旅行業団体等で構成する民間団体と行政が一体となり、宿泊

業界、観光業界の関係者を対象とした一流ホテルスタッフを講師に迎えた研究会・セミナー

の開催など、外国人富裕客の受け入れ態勢の整備を行っている。平成 22 年には、600 人を超

えるホテル・旅館等の観光関係者を集め、海外富裕層受け入れのための意識喚起を目的とし

た会議を開催し、業界ぐるみの体制づくりに向けて取り組みはじめている。 
 
 
 
 
  




